
平成 30 年 9 月
文部科学省

放射線副読本
中学生・高校生のための

～放射線について考えよう～



はじめに
放射線は、私たちの身の回りに日常的に存在しており、放射線を受ける量をゼロにするこ

とはできません。空気や食べ物などにも常に放射線を出す物質（放射性物質）が存在してい
ますし、病院では放射線が検査や治療に利用されています。そのほか、例えば、放射線は工
業分野では製品開発などに利用されたり、農業分野では品種改良などに利用されたりするな
ど、放射線は私たちの生活を豊かにするためにも利用されています。
このため、まずは放射線の種類や性質、放射線による影響についてしっかりと理解するこ

とが重要です。その上で、放射線がどのようなことに使われていて、どのような影響がある
のかを知ることで、私たち一人一人が今後の放射線との向き合い方を考えていくことが大切
です。
平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震とそれに伴う津波によって東京電

力株式会社の福島第一原子力発電所で事故が起こり、この事故により放出された放射性物質
は、日本に大きな被害を与えました。
特に風に乗って飛んできた放射性物質が多量に降った地域では、多くの住民が自宅からの

避難を強いられました。避難した人たちは、慣れない環境の中での生活を余儀なくされました。
それにも関わらず、東日本大震災により被災したり、原子力発電所事故により避難したりし
ている児童生徒がいわれのないいじめを受けるといった問題も起きてしまいました。事故後、
建物や地面などの表面に付着した放射性物質をできる限り取り除いて、放射線の影響を減ら
すための「除染」という作業が進められたことなどによって、立ち入りが制限されていた場
所にも人が住めるようになるなど、復興に向けた取組は着実に進展していますが、私たちみ
んなで二度とこのようないじめが起こらないようにしていくことが大切です。
この副読本が、みなさんにとって放射線に関する科学的な理解を深めるための一助となり、

また、福島第一原子力発電所からの距離の遠い・近いにかかわらず、ともに社会に生きる一
員として、一人一人が事故を他人事とせず、真摯に向き合い、災害を乗り越えて次代の社会
を形成するためには何をすべきかを考えるきっかけとなることを願っています。

第 4回双葉郡ふるさと創造学サミット　　　　　　　
（平成 29年 12月）

JR 常磐線富岡駅―竜田駅間の運転再開
（平成 29年 10月）（富岡町提供）
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～放射線の世界～

○放射線が飛ぶ様子を捉える。
身の回りに飛んでいる放射線は目には見えませんが、霧箱という実験装置を使うと、放射線が通過した跡が観察

できます。

放射線にはどのような種類や性質があるのでしょうか？
放射線、放射性物質、放射能の違いは何でしょうか？

考えてみよう！

霧箱

放射線、放射性物質、放射能とは第1章
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第１章　放射線、放射性物質、放射能とは

○身の回りの放射線
放射線は、宇宙から降り注いだり、大地、空気、そして食べ物からも出たりしています。また、私たちの家や

学校などの建物からも出ています。目に見えていなくても、私たちは今も昔も放射線がある中で暮らしており、
放射線を受ける量をゼロにすることはできません。

宇宙は、今からおよそ１３８億年前のビッ
グバンによって生まれたと考えられていま
す。
私たちの住む地球は、そのビッグバンから
９０億年ほどたった４６億年ほど前に誕生し
ました。
この宇宙には、誕生時からたくさんの放
射線が存在し、今でも常に地球に降り注い
でおり、これを宇宙線といいます。
宇宙線は、地上からの高度が高いほど多
く受けます。例えば、標高の高い山では、
平地と比べて大気中の空気が薄くなるため、
宇宙線を遮るものが少なくなり、平地よりも
多く受けます。

４６億年ほど前に
誕生した地球の大
地にも放射性物質
が含まれており、こ
うした環境の中で全ての生き物が生まれ、
進化してきました。
大地では、岩石の中などに放射性物質が
含まれています。放射線の量は、岩石に含
まれる放射性物質の量によって変わります。
例えば、イランのラムサールやインドのケラ
ラ、チェンナイといった地域では、世界平
均の倍以上の放射線が大地から出ています。
日本でも関東地方と関西地方を比べると、
関西地方の方が年間で２～３割ほど自然放
射線の量が高くなっています。このような地
域差があるのは、関西地方は大地に放射性
物質を比較的多く含む花こう岩が多く存在
しているからです。

食べ物には、主にカリウム４０という放射
線を出す物質（放射性物質）が含まれており、
自然界にあるカリウムのうち0.012％がカリ
ウム４０です。
カリウムは、植物の三大栄養素の一つと
いわれ、私たちは野菜などを食べることで
体内にカリウムを取り込んでいます。
そのカリウムは、人間の体にも欠かせない栄
養素であり、体重の約０．2％含まれています。

空気には、主にラドン（岩石から微量に放
出される希ガス）という放射性物質が含ま
れており、ラドンは世界中の大地から出て
います。また、石やコンクリートの壁から出
ているため、石造りの家が多いヨーロッパ
では、寒冷なことから窓を閉めることが多
く、日本に比べ室内のラドンの濃度が高く
なっているといわれています。

宇宙から

空気から

大地から

食べ物から

宇宙から 地面から

空気から 食べ物から

う　　ちゅう　　　

宇宙から 地面から

空気から 食べ物から

う　　ちゅう　　　

宇宙から 地面から

空気から 食べ物から

う　　ちゅう　　　

宇宙から 地面から

空気から 食べ物から

う　　ちゅう　　　
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第１章　放射線、放射性物質、放射能とは

（1）原子と原子核
私たちの体や食べ物、空気、水、洋服、机など、身

の回りのすべての物質は、「原子」の結びつき（組み合
わせ）によって作られています。

原子は、「原子核」とその周りを動く「電子」から、
さらに原子核は、「陽子」と「中性子」からできています。

原子は、とても小さく約 1億分の1cm の大きさしか
なく、原子核は、さらに小さく約 1兆分の1cm の大きさしかありません。

原子の化学的性質は、陽子の数（原子番号）によって決定されます。
物質を構成する原子の種類を「元素」といい、世の中には、およそ110 種類ほどがあります。
原子には、陽子の数が同じでも中性子の数が異なるものが存在する場合があり、これらを互いに同位体とい

います。　　

（2）原子から出る放射線
自然界に存在する炭素原子の約 99％は陽子と中性子がともに 6 個の炭素12 ですが、中性子が 8 個の炭素

14 もわずかに存在します。炭素14 は不安定な同位体で、安定な窒素14 に変わる際に放射線を出します。
放射線とは、高いエネルギーをもった高速の粒子（粒子線）や電磁波のことをいいます。放射線は目に見えま

せんが、物質を透過する性質や原子を電離（原子中の電子が増減すること：イオン化）する性質があります。高
速の粒子の放射線には、α線、β線、中性子線などがあります。

また、電磁波は波の性質をもっていて、テレビやラジオの放送に使われている電波や自然の光なども含まれま
すが、電磁波のうち波長の短い（エネルギーの高い）Ｘ線やγ線を放射線として区別しています。

原子と原子核1 － 1

陽子

中性子

物質　　　　　　　 原子　　　　　　　原子核

電子

原子核

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

アルファ

ベータ

エックス

ガンマ
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第１章　放射線、放射性物質、放射能とは

（1）放射線の性質
放射線には、α線、β線、γ線、Ｘ線、中性子線などの種類

があります。どれも物質を透過する能力をもっていますが、その
能力は、放射線の種類によって程度が異なっています。

例えば、α線は紙1枚でも遮ることができます。β線は紙1枚
では遮ることはできませんが、アルミニウムなどの薄い金属板で
遮ることができるなど、放射線は種類によって材料や厚さを選ぶ
ことにより遮ることができます。

また、放射線は、風邪のように人から人へうつることはありま
せん。これは人が光を受けても、その人が光を出すようになるわ
けではないのと同じです。

（2）放射線、放射性物質、放射能
放射線を出す物質を「放射性物質」といい、いろいろな種類がある

ことがわかっています。また、放射性物質が放射線を出す能力を「放射
能」といいます。放射線を光に例えると、放射性物質は電球、放射能
は光を出す能力に例えられます。

また、放射性物質のほか、人体や物の内部を撮影する機械なども、
電気を使ってＸ線などの放射線を発生させることができます。

人が放射線を受けても、放射線が体にとどまることはなく、放射線を
受けたことが原因で人が放射線を出すようになることもありません。ま
た、万一、服や体に放射性物質が付着してしまった場合でも、シャワー
を浴びたり衣類を洗濯したりすれば洗い流すことができます。

（3）放射能の減衰と半減期
放射性物質には時間が経つにつれて量が減り、放射能は弱まるという性質があります。放射性物質の量の減

り方には規則性があり、ある時間が経つと放射性物質の量は半分に減ります。この時間を「半減期」といい、
放射性物質の種類によって半減期が決まっています。例えば、ヨウ素131は８日間、セシウム137 は 30 年間
で半分の量に減りますが、カリウム 40 は半分の量に減るまでに13 億年かかります。

放射性物質

放射能

放射線

電球

を出す能力

光

光

放射能の減衰と半減期 主な放射性物質の半減期

放射線の種類と性質1 － 2
放射線の透過力

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）
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第１章　放射線、放射性物質、放射能とは

放射線を使って体の中を写す

古い土器を調べる

放射線は、病院での検査や治療、工業分野での製品開発、農業分野での品種改良を始め、私たちの暮らし
の中の様々な場面で利用されています。また、放射性物質は、原子力発電所などで使われています。

（出典） 放射線による健康影響等に関する 
統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

福岡市の板付遺跡や有田七田前遺跡から出土した土器
（写真提供：国立歴史民俗博物館、福岡市埋蔵文化財センター所蔵）

放射線の利用1 － 3

右図は、放射線の一つである
エックス線を使って、体の中を写
した写真です。

これは、目に見える光（可視光）
に比べエックス線の透過性が高
い性質を利用しています。

古い土器には昔の人が使っていた時に付
着したススやコゲが残っていることがあり
ますが、このススやコゲの中には放射性物
質である炭素 14 などが含まれています。
放射性物質の量は時間が経つにつれ減って
いくことから、炭素 14 などの放射性物質
の半減期を利用してその土器が使用された
時期を知ることができます。

高速の電子

電圧 V（数万〜数十万 V）

X 線発生装置

陰極 陽極

エックス線
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第１章　放射線、放射性物質、放射能とは

（1）放射線・放射能の単位
新聞やテレビなどで見聞きする ｢ベクレル｣ や

｢シーベルト｣ は、放射能の強さや放射線の量を
表す時に用いられる単位です。
「ベクレル（Bq)」は放射性物質が放射線を出

す能力（放射能）の大きさを表す単位、「シーベ
ルト（Sv)」は人体が受けた放射線による影響の
度合いを表す単位、「グレイ（Gy）」は放射線の
エネルギーが物質や人体の組織に吸収された量
を表す単位です。

（2）自然・人工放射線からの放射線の量
放射線は、私たちの身の回りに日常的に存在

しており、放射線を受ける量をゼロにすることは
できません。日本で生活する私たちが、宇宙や
大地などの自然環境や食べ物から1年間に受け
ている自然放射線の量は、合計すると平均では
２．１ミリシーベルトになります。また、病院での
エックス線（レントゲン）撮影などの医療行為に
より1年間に受けている人工放射線の量は、平
均で約３．９ミリシーベルトになります。

なお、放射線を同じ期間に同じ量を受けるの
であれば、それが、人工放射線によるものでも、
自然放射線によるものでも人体への影響に違い
はありません。

放射線・放射能の単位と測定1 － 4

１年間に日常生活で受ける放射線の量

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

mSv：ミリシーベルト
※1mSv=1000μSv（マイクロシーベルト）
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（3）放射線の測定
放射線は、通常目で見ることはできませんが、目的に合わせて適切な測定器を利用することによって数値とし

て確かめることができます。

身の回りの放射線を測定してみよう。

測定してみよう！

身の回りの放射線（β線、γ線）を調べる測定器

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

様々な測定機器
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放射線が人の健康に及ぼす影響については、広島・長崎の原爆被爆者の追跡調査などの積み重ねにより研究
が進められてきており、放射線の有無ではなく、その量が関係していることが分かっています。

（1）内部被ばくと外部被ばく
放射線を体に受けることを「放射線被ばく」とい

います。放射性物質が体の外部にあり、体外から放
射線を受けることを「外部被ばく」、放射性物質が体
の内部にあり、体内から放射線を受けることを「内
部被ばく」といいます。放射線を受けると人体を形
作っている細胞に影響を与えますが、どのような影
響が現れるかは、外部被ばく、内部被ばくといった
被ばくの態様の違いや放射線の種類の違い等によっ
て異なります。放射線による人の健康への影響の大
きさは、人体が受けた放射線による影響の度合いを
表す単位であるシーベルトで表すことで比較ができ
るようになります。例えば、１ミリシーベルトの外部
被ばくと１ミリシーベルトの内部被ばくでは、人の健
康への影響の大きさは、同等と見なせます。

（2）放射線量と健康との関係
放射線が人の健康に及ぼす影響は、放射線の有

無ではなく、その量が関係していることが分かって
います。

100 ミリシーベルト以上の放射線を人体が受けた場合には、がんになるリスクが上昇するということが科学
的に明らかになっています。しかし、その程度について、国立がん研究センターの公表している資料 1 によれば、
100 〜 200 ミリシーベルトの放射線を受けたときのがん（固形がん）のリスクは 1.08 倍であり、これは１日に
110g しか野菜を食べなかったとき 2 のリスク（1.06 倍）1 や高塩分の食品 3 を食べ続けたとき 2 のリスク（1.11〜
1.15 倍）1 と同じ程度となっています。

さらに、原爆被爆生存者や小児がん治療生存者から生まれた子供たちを対象とした調査においては、人が放
射線を受けた影響が、その人の子供に伝わるという遺伝性影響を示す根拠はこれまで報告されていません 4。

放射線を受ける量をゼロにすることはできませんし、自然の中にもとからあった放射線や、病院のエックス線
( レントゲン）撮影などによって受けるわずかな量の放射線で、健康的な暮らしができなくなるようなことを心配
する必要はありませんが、これから長く生きる子供たちは、放射線を受ける量をできるだけ少なくすることも大
切です。

1　 広島・長崎の原爆被爆者の約 40 年の追跡調査をもとにした資料
2　 日本人の 40-69 歳の男女について、約 10-15 年追跡調査したものです。
3　 塩づけ魚や干物を1日に 43 ｇ摂取し、たらこ等の魚卵を毎日 4.7ｇ摂取した場合2

4　  （出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）及び公益財団法人放射線影響研究所ウェブ
サイト「被爆者の子供における染色体異常（1967-1985 年の調査）」を参考に記述

例えば、食品中の放射性物質から受ける放射線の量は、次の式で計
算できます。

係数（飲食物からの摂取、１８歳以上の場合）[mSv/Bq]

放射線による健康への影響1 － 5

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

（出典）「食品と放射能Ｑ＆Ａ（第 12 版）」（平成 30 年 3 月消費者庁）より作成

食品中の放射性物質から受ける放射線の量の計算の例

  被ばくの経路  外部被ばくと内部被ばく

食品中の放射性物質の
濃度（Bq（ベクレル）/kg） 食品摂取量（kg） 係数× ×



11

第１章　放射線、放射性物質、放射能とは

放射線被ばくの早見図

（=1000μSｖ）

（出典）国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所ウェブサイト「「放射線被ばくの早見表」について」より作成

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）より作成

※ 放射線の発がんリスクは広島・長崎の原爆による瞬間的な被
ばくを分析したデータ（固形がんのみ）であり、長期にわた
る被ばくの影響を観察したものではありません。

※ 相対リスクとは、被ばくしていない人を１としたとき、被ば
くした人のがんリスクが何倍になるかを表す値です。

※ 1  飲酒については、エタノール換算量を示す
※ 2   肥満度を表す指標として国際的に用いられている体格指数。 

［体重（kg）］÷［身長（m）の2乗］で算出される値
出典：国立がん研究センターウェブサイト

放射線の線量
( ミリシーベルト )

生活習慣因子がんの
相対リスク※

がんの
相対リスク※

1000 ～ 2000

500 ～ 1000

200 ～ 500

100 ～ 200

100 未満

喫煙者
大量飲酒 （450g 以上 / 週）※ 1

大量飲酒 （300～449g以上/週）※1

肥満 （BMI ≧ 30）※2

やせ （BMI<19）※2

運動不足
高塩分食品
野菜不足
受動喫煙 （非喫煙女性）

1.8
【1000mSv 当たり 1.5 倍と推計】

1.4

1.19

1.08

検出困難

1.6
1.6

1.4
1.22
1.29

1.15 ～ 1.19
1.11 ～ 1.15

1.06
1.02 ～ 1.03
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（1）福島第一原子力発電所事故について
平成 23 年 3 月11日に発生した東北地方太平洋沖地震及びそれに伴う津波により、安全対策が不十分であっ

た東京電力株式会社の福島第一原子力発電所では原子炉を冷やす機能が失われ、高温になった燃料棒が溶けて
しまいました。さらに、原子炉内に閉じ込めておかなければならない放射性物質を閉じ込めておく機能が劣化し
たため、放射性物質が大気中に放出され、福島県をはじめ東日本の広範囲に拡散し、被害をもたらしました。また、
この過程で原子炉から発生した水素ガスが爆発し、原子炉建屋が損壊しました。5 このため、事故の後、国は速

やかな避難指示や食品の出荷制限などの対応を行いました。この事故で放出された放射性物質の量は、昭和
６１年（１９８６年）にソビエト連邦（現在のウクライナ）で起きたチェルノブイリ原子力発電所事故の約７分の１
であり、福島県が平成 30 年４月までに県民等に対して実施した内部被ばくによる放射線の量を測定する検査の
結果によれば、検査を受けた全員が健康に影響が及ぶ数値ではなかったとされています。

5　  現在、福島第一原子力発電所では、廃炉作業が進められていますが、継続的な注水により原子炉を冷却することで、福島第
一原子力発電所の原子炉は安定した状態を維持しています。 
廃炉・汚染水対策ポータルサイト（経済産業省）http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/index.html

原子力発電所の事故と
復興のあゆみ

原子力発電所の事故を乗り越えて次代の社会を形成するためにどのような課題を克服
すべきかを考えながら、福島第一原子力発電所の事故による被害や復興に向けた取
組を見ていきましょう。

考えてみよう！

福島第一原子力発電所事故とその後の復興の様子2 － 1

第2章
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（3）住民の避難と帰還
事故発生後、周辺地域の住民の安全や健康を確保するため、国は住民に対して避難を指示しました。地震・

津波や事故による、避難を指示した区域（避難指示区域）などからの避難者数は、ピーク時（平成 24 年 6 月）
は約 16 万５千人に達しました。平成 30 年 7月現在、避難指示区域などからの避難者数は、約 4 万 4 千人となっ
ています。

住民の中には、仕事や学校の都合で家族が離れ離れに生活しなければならない人や、家族や地域の結びつき
がゆらいでしまった人、仕事を失った人、放射線などの健康影響に不安を感じた人がたくさんいます。なかには、
心の病気にかかった人もいます。

事故後の空気中の放射線量の変化
( 東京電力福島第一原子力発電所から 80km 圏内）

（出典）「福島県及びその近隣県における航空機モニタリングの測定結果について」（平成 30 年 2 月原子力規制委員会）より作成

福島市の空間線量率の推移

【出典】福島県災害対策本部（暫定値）
（出典）ふくしま復興のあゆみ＜第 23 版＞（平成 30 年 8 月福島県）

事故１か月後
平成 23 年４月

事故42か月後
平成 26 年９月

事故 78か月後
平成 29 年９月

＜測定値
＜測定値≦19.0
＜測定値≦9.5
＜測定値≦3.8
＜測定値≦1.9
＜測定値≦1.0
＜測定値≦0.5
＜測定値≦0.2
　測定値≦0.1

19.0
9.5
3.8
1.9
1.0
0.5
0.2
0.1

地表面から1メートル
の高さの空間線量率�
（マイクロシーベルト／時）

凡例

現在の福島県内各地と世界の放射線の量の比較

（出典）「放射線リスクに関する基礎的情報」（復興庁等）

（震災前の平常時 0.04μSv/h）

（2）放射性物質の放出と事故後の放射線量の変化
次の図は、航空機を用いて測定した地表面から1m の高さの空間線量率（単位時間あたりの線量）の推移で

す。事故後、時間が経つにつれ、空間線量率が下がっていく様子が分かります。福島県内の空間線量率は事故
後 7 年で大幅に低下しており、今では福島第一原子力発電所の直近以外は国内や海外の主要都市とほぼ同水
準になっています。
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その後、セシウム134 やセシウム137 などの放射性物質を取り除く作業（除染）などにより、放射線量が下がっ
てきた地域では、避難指示の解除が進められました。現在では、医療機関や商業施設などの日常生活を送るた
めの環境整備や学校の再開等復興に向けた取組が着実に進められています。

（4）健康影響調査の実施
事故の後、周辺に住む人たちの健康と安全を守るため、国は住民に対して速やかな避難指示や食品の出荷制

限などの対応を行いました。その後、福島県が行った平成 30 年 3 月までの調査の結果によれば、県民等に、

今回の事故後４か月間において体の外から受けた放射線による健康影響があるとは考えにくいとされています 6。

また、12 ページで紹介したとおり、福島県が実施した内部被ばく検査の結果によれば、検査を受けた全員が

健康に影響が及ぶ数値ではなかったとされています 7。さらに、福島県が実施した妊産婦に関する調査によれば、

震災後、福島県内における先天異常の発生率等は、全国的な統計や一般的に報告されているデータと差がない
ことが確認されています 8。 

6　  （出典）第 31 回福島県「県民健康調査」検討委員会「資料１　県民健康調査「基本調査」の実施状況について」（平成 30
年 6 月18 日）

7　 （出典）福島県ウェブサイト「平成 30 年 6 月分の内部被ばく検査の実施結果」
8　 （出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

幼小中合同の運動会「顔晴ろう！大熊っ子！大会」 
（開催地：福島県会津若松市）

飯舘村道の駅「までい館」のオープン（福島県相馬郡飯舘村）
生活必需品販売施設を備え、帰還する住民をサポートする拠点 
となっています。

（飯舘村提供） （復興庁提供）
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福島県を中心とした原子力発電所の事故による被災地域においては、放射性物質による食品・農林水産物の
生産休止や出荷制限などの直接的な影響に加え、「原子力発電所の事故による影響を受けた地域」という根拠
のない思い込みから生じる風評によって農林水産業、観光業等の地域産業への大きな被害が発生しました。

また、放射線を受けたことが原因で原子力発電所の周辺に住んでいた人が放射線を出すようになるというよう
な間違った考えや差別、いじめも起こりました。原子力発電所の周辺に住んでいた人が放射線を出すようになる
ことはありませんし、放射線や放射能が風邪のように人から人にうつることもありません。

あのひとことで
地震の後、外での運動を禁止されていたぼくたちは、しばらく休みだったサッカーの練習が始まると

聞いて、とびあがってよろこんだ。久しぶりに会う友達とのあいさつもそこそこに、ボールをけり始めた。
久しぶりの校庭で、ぼくたちはむ中になってボールをけった。「やっぱり、外で運動できるのは楽しいし、

気持ちいい。」そう思いながら練習をしているうちに、コーチから集合の声がかかった。コーチは、３週
間後に、となりの県のチームとの練習試合が決まったことをぼくたちに伝え、「はりきりすぎて、けがを
しないように」と、話をしめくくった。

練習からの帰り、ぼくたちは練習試合の話でもりあがった。地震いらい、外での運動がせいげんされ、
家族もいそがしくて、なかなか遠出することもなかったからだ。その日から、練習試合の日が来ることが、
とても楽しみで、これまで以上に練習に力が入った。みんな、久しぶりの試合に勝ちたいという気持ち
でいっぱいだった。

３週間後、ぼくたちはバスに乗って試合会場に向かった。グラウンドで、すでに練習を始めているチー
ムもいて、さっそくアップとドリブル練習を始めた時だった。友達のパスが大きくそれ、相手チームの方
に転がって行ってしまった。ぼくは「すみません！」と、大きな声を出しながら、ボールの方へ走って行っ
た。転がっていったボールは、相手チームの一人にあたり、もう一度「すみませんでした。」といってボー
ルを拾おうとした。その時「お前たち、福島だろ。放射能がうつるからさわんなよ。」とつぶやいたのが
聞こえた。

ぼくは、頭の中が真っ白になって、自分たちのベンチにもどった。それまでのうきうきした気持ちは消
え、試合に勝っても気持ちは晴れないままだった。

（出典）�文部科学省道徳教育アーカイブ�
※福島県の子供が実際に体験した話をもとにした資料です。

風評被害や差別、いじめ2 － 2

次の文章は、福島県の子供が実際に体験した話をもとにしています。

もし、あなたが避難先で差別やいじめを受けたらどんな気持ちになるでしょうか。
震災にあった友達や避難生活をしている友達の気持ちになって、差別やいじめが起
きないようにするには、どうすればよいか考えながら読んでいきましょう。　

考えてみよう！
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東日本大震災から６年がたちました。現在でも震災により受けた被害や傷をかかえながら過ごされてい

る方、ふるさとをはなれて避難生活を送られている方が多くいらっしゃいます。その方々はつらい経験を
乗りこえ、未来に向かって、日 、々一生懸命頑張っておられます。皆さんのまわりにも、同じように頑張っ
て学校に通っている友達がいると思います。

いじめを防ぐには、相手の立場になって思いやりをもって行動することが必要です。震災を経験して、
ふるさとを離れてなれない環境の中で生活を送る友達のことを理解し、その方によりそい、一緒に支え
合いながら学校生活を送ってほしいと思います。また、放射線について科学的に理解することも大事なこ
とです。そうすれば、皆さんが、こうした友達へのいじめをする側にも、見て見ぬふりをする側にもならず、
いじめをなくすことができると私は信じています。

「被災児童生徒へのいじめの防止について」
　　　　　（平成 29 年 4 月文部科学大臣メッセージ）※一部抜粋

東日本大震災により被災した子供たちや原子力発電所の事故により避難している子供たちは、震災や避難生
活によってつらい思いをしています。そのような友達をさらに傷つけるようないじめは決してあってはならないも
のです。

偏見による差別やいじめをすることは決して許されるものではありません。根拠のない思い込みから生じる風
評に惑わされることなく、信頼できる情報かどうかを確認し、科学的根拠や事実に基づいて行動していくことが
必要です。

被災児童生徒へのいじめがあったことを受けて、次のメッセージも公表されました。

コラム

原子力発電については、大都市で使われる電気を、遠く離れた原子力発電所の立地地域で発電
するという需給をめぐる協力関係があります。例えば、原子力発電所の事故が起こる前は、関東地
方で使う電気の約３割は福島県などに立地した原子力発電所で作られていました。

原子力発電所の事故の後、全国の原子力発電所で運転が停止されたことにともなって、企業や家
庭において電力の使用が制限されるなど、大きな影響が生じるとともに、節電に対する意識が高ま
りました。

原子力を含む国のエネルギー政策や行政体制の見直しが行われるとともに、エネルギー政策をめ
ぐる様々な課題に関して、社会全体で議論が行われることになりました。

原子力発電所の事故が、日本全国の電気の使用に影響を与えたのはなぜだろう。

考えてみよう！
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原子力発電所の事故の後、厚生労働省は、
食品に含まれていても健康に影響を及ぼさ
ないと考えられる、放射性物質の量（基準
値）を決めました。日本の基準値は、他国
に比べ厳しい条件の下で設定されており、
世界で最も厳しいレベルです。そして、厚生
労働省は、基準値を超える放射性物質を含
む食品が市場に出回ることのないように厳
しく見守っています。

また、福島県を含む地方自治体は、原子力発電所の
事故で被害にあった地域で作られたり、加工されたりし
た食品の安全を確かめるため、市場に流通する前に検
査を徹底して安全を確保しています。基準値を超える放
射性物質を含む食品が検査で見つかる割合は年々減少
しており、麦は平成 24 年度以降、野菜類、茶、畜産
物は平成 25 年度以降、米、豆類は平成 27 年度以降
の検査では基準値を超えたものはありません。このよ
うに、福島県を含む地方自治体では、現在では、生産、
採取、漁獲される段階で基準値を超える食品はほとん
どなく、もし検査で基準値を超える食品が確認された場
合でも、市場に流通しないような措置がとられています。

（出典）食品と放射能 Q&A（第 12 版）（平成 30 年３月消費者庁）

食品安全に関する基準2 － 3

  9　食品の国際規格を作成している組織
10　 本表に示した数値は、食品から受ける線量を一定レベル以下に管理するためのものであり、安全と危険の境目ではありません。

また、各国で食品の摂取量や放射性物質を含む食品の割合の仮定値等の影響を考慮してありますので、単に数値だけを比
べることはできません。

11　 コーデックス、ＥＵと日本は、食品からの追加線量の上限は同じ１mSv（ミリシーベルト）/ 年です。日本では放射性物質を
含む食品の割合の仮定値を高く設定していること、年齢・性別毎の食品摂取量を考慮していること、放射性セシウム以外の
核種の影響も考慮して放射性セシウムを代表として基準値を設定していることから、基準値の数値が海外と比べて小さくなっ
ています。

12　 「検査計画、出荷制限等の品目・区域の設定・解除の考え方」で検査対象となっている自治体（17 都県）を集計（水産物の
み全国を集計）

13　一部の野生きのこや野生の山菜類を除いて基準値を超えるものはみられません。
14　 水産庁のデータによる集計。海産種では平成 27 年 4 月以降、基準値を超えるものはみられておらず、淡水種においても基

準値を超えるものは年々少なくなってきています。

（出典）「食品と放射能Ｑ＆Ａ（第 12 版）」（平成 30 年３月消費者庁）
及び「放射線リスクに関する基礎的情報」（復興庁等）より作成

(単位：Bq（ベクレル）/kg)

学校給食の安全・安心の確保
食品の安全については、厚生労働省の定める基準値に基づ

き、主として出荷段階での検査が行われています。より一層の
安心を確保する観点から、学校給食において、食材の事前検
査や調理後の一食全体の検査などを行っているところもあり、
結果は県や市町村のホームページ等で公表されています。

（右）学校給食を食べる南相馬市の子供たち（福島県提供）
（左、中）給食に使用するものと同じ検査用の食材を刻んで
計測器にかけています（福島県提供）

食品中の放射性物質に関する指標等

自治体  における食品の検査結果　（平成 29 年度）12

品　目 検査点数 基準値
超過点数 超過割合

米 全袋検査 0 0%
麦 189 0 0%
豆類 489 0 0%
野菜類 7337 0 0%
果実類 1537 1 0.07%
茶 81 0 0%
その他
地域特産物 327 0 0%

原乳 658 0 0%
肉・卵 178961 0 0%
きのこ・山菜類 13 7393 54 0.70%
水産物 14 16929 11 0.06%

日　本 EU 米　国 コーデックス 9

放射性セシウム
(セシウム 134、
セシウム 137)
10　11

飲料水� 10
牛乳� 50
乳児用食品� 50
一般食品� 100

飲料水� 1000
乳製品� 1000
乳児用食品� 400
一般食品� 1250

全ての食品� 1200 乳児用食品� 1000
一般食品� 1000

条
　
件

追加線量の上
限設定値 11 １mSv １mSv ５mSv １mSv

放射性物質を
含む食品の割
合の仮定値 11

50% 10% 30% 10%

（平成 30 年 3 月 31日現在）
（出典）「東日本大震災からの農林水産業の復興支援のための取組」

（平成 30 年 7 月農林水産省）により作成
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東日本大震災の発災後、福島県にも、国内はもとより世界各地から多くの励ましや、たくさんの人的・物的支
援が寄せられました。福島県では、地域の復興・再生に向けて、様々な取組が進められています。その中には、
中学生や高校生が中心となっているものもあります。

海 外 研 修 として、 米 国・
ニューヨークの国連本部
で、福島の課題のみならず
難民問題等についても言及
し、持続可能な福島県と世
界の未来創造について提言
している９名の２年次代表
生徒

（平成 29 年 3 月 2 日）。

ロボットの研究開発、実証
試験などを行うことができ
る拠点です。

各分 野で復 興に向け果 敢に
チャレンジしている人々との対
話などを通じて主体的・対話
的で深い学びを実現していま
す。

ふたば未来学園の開設

福島・国際研究産業都市
（イノベーション・コースト）構想

ホープツーリズムの推進

再生可能エネルギーによ
る地域の復興・再生

地域の復興・再生に向けて2 － 4

原子力災害の影響で、一時は
住民が避難した福島県双葉郡に、
平成 27年４月、ふたば未来学園
高等学校が開校しました。

「原子力災害からの復興を果た
すグローバル・リーダーの育成」
を目指して、コミュニティ再生の
実践や、風評払拭に向けた情報
の発信等に生徒が主体的に取り
組む授業が行われています。

平成 31年４月には中学校も開
校し、併設型中高一貫教育もス
タートします。

福島イノベーション・コースト
構想は、東日本大震災及び原子
力災害によって失われた浜通り地
域等の産業を回復するため、この
地域の新たな産業基盤の構築を
目指すものです。

廃炉、ロボット、エネルギー、
農林水産等の分野におけるプロ
ジェクトの具体化を進めるととも
に、産業集積や人材育成、交流
人口の拡大等にも取り組んでいます。

国は、福島県楢葉町の沖合約２０ｋｍに複数基の実証研
究としては世界初となる大型の浮体式洋上風力発電施設を
設置しました。風車の設置場所の新たな可能性を拓く沖合
での風力発電について、国産の高度な技術を結集して、魚類
の生態系などにも配慮しつつ、事
業を実施しており、再生可能エネル
ギーを活用した地域の復興が期待
されています。

このほか、産業技術総合研究所
は、福島県郡山市に「福島再生可
能エネルギー研究所」を設立し、
太陽光、風力、地熱・地中熱、水
素などを研究テーマに、国内外の
機関と共同で再生可能エネルギー
の研究開発を進めています。

東日本大震災による地震・津波被害や、原子力発電所
の事故を経験した福島県だからこそ、学ぶことができる
様々な体験があります。福島県は、復興に向け挑戦する人
たちとの出会いや福島県のありのままの姿を実際に見て、
聴いて、学んで、希望を見つけてもらう「ホープツーリズム」
を推進しています。

今、教育旅行を中心に多くの人が実際に福島県を訪れ、
被災地の現場や震災を乗り越えてきた方々との対話から多
くのことを学んでいます。

福島県三春町にあるコミュタン
福島（入館無料）では、体験型の
展示をとおして、放射線や原子力発
電所事故からの復興のあゆみと「い
ま」を分かりやすく学ぶことができ
ます。

全国の児童生徒が教育旅行とし
て福島県を訪れており、コミュタン
福島も活用されています。

世界でも珍しい 360°の映像を体験できる ｢環境創
造シアター｣ では、迫力ある映像で放射線と環境創造
の展示を振り返ることができます。

環境創造センター交流棟
「コミュタン福島」の開設

室内展示（放射線ラボ）

環境創造シアター

浮体式洋上ウインドファーム
実証研究事業

（経済産業省提供）
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さらに自分で調べてみよう～参考 Web サイト～（平成 30 年 9 月現在）
福島第一原子力発電所事故、震災復興に関する情報
首相官邸（東電福島原発・放射能関連情報、東日本大震災に関する最新情報など）http://www.kantei.go.jp/
復興庁　　　　　　　　　	 http://www.reconstruction.go.jp/
環境省（除染情報サイト）	 http://josen.env.go.jp/
原子力規制委員会　　　　	 http://www.nsr.go.jp/
福島県　　　　　　　　　	 http://www.pref.fukushima.lg.jp/

放射線の基礎知識、放射線による健康影響、放射線教育に関する情報
復興庁		放射線リスクに関する基礎的情報
	 	 	 http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-1/20140603102608.html
環境省		放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料	 http://www.env.go.jp/chemi/rhm/basic_data.html
環境省（環境再生プラザサイト　参考資料・リンク集）	 	 http://josen.env.go.jp/plaza/materials_links/
文部科学省（学習指導要領、放射線副読本、東日本大震災からの復興など）　http://www.mext.go.jp/
福島県教育庁義務教育課（福島県の教育、放射線等に関する指導資料など）　https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70056a
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構	 	 	 http://www.nirs.qst.go.jp/index.shtml

放射線の人体への影響などに関する学術研究団体等
公益財団法人放射線影響研究所	 http://www.rerf.jp/index_j.html
公益社団法人日本医学放射線学会	 http://www.radiology.jp/
一般社団法人日本放射線安全管理学会	 http://www.jrsm.jp/index.html
一般社団法人日本放射線影響学会	 https://www.jrrs.org/

放射線の食品への影響など
食品安全委員会	 http://www.fsc.go.jp/
厚生労働省	 http://www.mhlw.go.jp/
農林水産省	 http://www.maff.go.jp/
消費者庁 ｢食品と放射能Ｑ＆Ａ｣	 http://www.caa.go.jp/jisin/food_s.html
福島県「各種放射線モニタリング結果一覧」　	 http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01010d/monitoring-all.html

環境放射能など
原子力規制庁 ｢放射線モニタリング情報｣	 http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/
原子力規制庁 ｢日本の環境放射能と放射線｣	 http://www.kankyo-hoshano.go.jp/kl_db/servlet/com_s_index

索　引

●身の回りの放射線は、どこからきたり、どんなところから出ていたりするだろう。
●放射線の性質について思い出してみよう。
●放射線を測定する単位やその単位の意味を思い出してみよう。
●原子力発電所の事故でどんな被害が起きているか話し合ってみよう。
●原子力発電所の事故による風評被害にはどんなことがあったか思い出してみよう。
●福島の復興はどの程度進んでいただろう。
●福島では地域の復興・再生に向けてどんな取組を進めているだろう。

振り返ってみよう！

アルファ（α）線 �� 5, 6 ページ
エックス（Ｘ）線 �� 5, 6 ページ
外部被ばく �������� 10 ページ
ガンマ（γ）線���� 5, 6 ページ
原子 ��������������� 5 ページ
原子核 ������������� 5 ページ
グレイ（Gy） �������� 8 ページ

シーベルト（Sv） ���� 8 ページ
中性子 ����������� 5, 6 ページ
電子 ��������������� 5 ページ
内部被ばく �������� 10 ページ
半減期 ������������ 6 ページ
風評被害 � �������� 15 ページ
ベクレル（Bq） ������ 8 ページ

ベータ（β）線 ���� 5, 6 ページ
放射性物質��������� 6 ページ
放射能 ������������ 6 ページ
陽子 �������������� 5 ページ
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○外部被ばくの線量を少なくするための方法
外部被ばくの線量を少なくするためには、放射性物

質から距離をとる、放射線を遮る、放射線を受ける時
間を短くする方法があります。身体が受ける放射線量
は、放射性物質からの距離によっても大きく異なり、
放射性物質から離れれば放射線量も減ります。その他、
遮蔽物を置いたり被ばくする時間を減らしたりすること
により、身体が受ける放射線量を減らすことができま
す。

○非常時における放射性物質に対する防護
原子力発電所や放射性物質を扱う施設などの事故が起きた

場合には、放射性物質が風に乗って飛んで来てしまうこともあ
ります。

その際、長袖の服を着たりマスクをしたりすることにより、
体に付いたり吸い込んだりすることを防ぐことができます。屋
内へ入り、ドアや窓を閉めたりエアコン（外気導入型）や換気
扇の使用を控えたりすることも大切です。なお、万一、放射性
物質が顔や手に付いたとしても、洗い流すことができます。

○非常時における退避や避難の考え方
放射性物質を扱う施設で事故が起きた場合、周

辺への影響が心配される時には、市町村、あるい
は県や国から避難などの指示が出されます。

家族や先生の話や、テレビ・ラジオなどから正
確な情報を得ること、家族や先生などの指示をよ
く聞き落ち着いて行動することが大切です。自分
の身を守るためにも、家族や隣人の命を守るため
にも、誤った情報や噂に惑わされず、混乱しない
ようにすることが必須です。

また、事故後の状況に応じて、指示の内容も変わってくるので、情報を的確に捉えられるよう、注意
が必要です。

自分で判断、行動できるようになるためには、避難方法や家族との連絡方法を確認しておくとともに、
日頃から地域の原子力施設と自宅・学校・職場等の位置関係、放射線モニタリングの情報や気象情報（特
に風向や降雨）などに注意を払うことが大切です。

●一斉放送、広報車、
　ラジオ、防災無線など

●食器に蓋をしたりラッ
プを掛けたりする

●木造家屋より
遮蔽効果が
高 いコンク
リートの建物
への退避指
示が行われる
こともある

●外から帰って来
たら顔や手を洗
う

正確な
情報を基に
行動する

屋内退避 避　難

●エアコン（外気導入型）や
換気扇の使用を控える

●ドアや窓を閉める

退避・避難する時の注意点

●避難場所へ
　は徒歩で
●持ち物は
　少なく
●隣近所にも
　知らせる

●ガスや電気を
消す

●戸締りをしっ
かりする

退避と避難は、どちらも放射性物質から身を守ることであり、｢退避｣
は家や指定された建物の中に入ること、｢避難｣ は家や指定された建物
などからも離れて別の場所に移ることです。

空気を直接吸込まない
（マスクやハンカチで口
をふさぎます）

食品に含まれる放射性物
質の量に気を付ける

非常時に放射線や放射性物質から身を守る方法

（出典）放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成 29 年度版）

線量低減   外部被ばくの低減三原則
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この副読本で学んだことを振り返りながら、災害を乗り越えて次代の社会を形成する
ために克服すべき課題について、家庭で話し合ってみましょう。

家庭で話し合ってみよう

Memo
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この副読本の作成にあたってご協力いただいた方 （々五十音順）
五十嵐和也 東京都立保谷高等学校教諭／全国地理教育研究会
神田　玲子  国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所放射線防護情報統合セン

ター長
喜名　朝博 江東区立明治小学校長／全国連合小学校長会
國井　博 福島県教育庁義務教育課指導主事
熊谷　敦史 公立大学法人福島県立医科大学災害医療総合学習センター　副センター長
小林　一人 東京都立戸山高等学校主任教諭／日本理化学協会
佐藤　智彦 世田谷区立経堂小学校主任教諭／全国小学校社会科研究協議会
鈴木　元 国際医療福祉大学クリニック　院長
高村　昇 国立大学法人長崎大学原爆後障害医療研究所　教授
中島　誠一 杉並区立阿佐ヶ谷中学校指導教諭／全国中学校理科教育研究会
中野　英水 板橋区立赤塚第二中学校主任教諭／全国中学校社会科教育研究会
室伏きみ子 国立大学法人お茶の水女子大学学長
森内　昌也 葛飾区立北野小学校長／全国小学校理科研究協議会
文部科学省においては、次の者が本副読本の編集に当たりました。
望月　禎 初等中等教育局　教育課程課長
清原　洋一 初等中等教育局　主任視学官
高瀬　智美 初等中等教育局　教育課程課　課長補佐
遠山　一郎 初等中等教育局　教育課程課　教科調査官
鳴川　哲也 初等中等教育局　教育課程課　教科調査官
橋本　郁也 初等中等教育局　教育課程課　専門官

協　力   復興庁、内閣府原子力災害対策本部、消費者庁、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、
原子力規制庁、福島県災害対策本部、福島県教育委員会

写真提供    復興庁、経済産業省、福島県教育委員会、富岡町、飯舘村、長崎大学教育学部附属中学校、
帝京大学医療技術学部診療放射線学科、国立歴史民俗博物館、公益財団法人日本科学技術
振興財団、公益社団法人日本理科教育振興協会



文部科学省

中学生・高校生のための
放射線副読本

～放射線について考えよう～


